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QRコードの大きさの考え方について
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○ QRコードの大きさは、
・ 使用する文字種
・ 格納する情報量（桁数）
・ 採用する誤り訂正能力（汚れや破損している場合でも、QRコードのデータの読取りを可能とする機能）

等により決まる。

○ 今回の場合、印刷スペースが限られることから、QRコードの大きさから逆算してこれらの要素を
検討する必要があるのではないか。

数字：202字
英数：122字

数字：255字
英数：154字

数字：293字
英数：178字

＜誤り訂正レベルM、１セル当たり0.28mmとした場合＞

12.6mm 13.72mm 14.84mm

バージョン５ バージョン６ バージョン７



QRコードの大きさとデータ量の考え方

QRコード１辺の長さ = （①１辺のセル数＋②余白分セル数） × ③１セルの大きさ（mm）

・ QRコード1辺のセル数は、QRコードのバージョン（種類）ごとに異なる（下記表参照）。
・ 使用するバージョンは、印刷スペースや、次の(1)～(4) を考慮して決定する。

・ 余白セル数（マージン）は、周囲に４セル分（両端合わせて8セル分）以上必要。

・ 安定した印字、読取りのためには、１セル当たり0.28mm以上が望ましい。

➣１セル当たり0.28mmとした場合、20mm程度のスペースに
QRコードを印刷するためには、印刷のズレ等を許容する
ための余裕を加味してバージョン５～７が適当か。

（バージョン６（誤り訂正レベルM）の場合、最大で数字255桁を格納可能。）

➣なお、QRコード決済の統一規格JPQRを念頭にデータ項目を

構成する場合には、必須項目が定められていることや、
データ記述方法（TLV方式）の特性上、格納可能な
データ量は、右表中の桁数よりも少なくなることに
留意が必要。

（１）データ量 ：当該QRコードに格納可能な情報量で、バージョンが大きくなるほど格納可能な量は増える。
（２）文字種 ：格納する文字の種類であり、数字、英数字、バイナリ、漢字が選択可能。
（３）誤り訂正レベル ：汚れや破損している場合でも、QRコードのデータの読取りを可能とする機能。レベルL・M・ Q・Hの４段階

があり、一般的にはレベルM（コード面積の15%が汚れ・破損しても復元）での運用が多い。
（４）（１）～（３）の組み合わせにより、格納可能な文字数は異なる。

①１辺のセル数

②余白セル数

③１セルの大きさ

QRコード
１辺の長さ

（QRコードドットコム（https://www.qrcode.com/）を参考に作成）

１セルの
大きさ
（mm）

誤り訂正レベルMの場合に、当該文字種単独で格納可能な桁数。

0.17 0.28 0.33 0.5
1 21×21 34 20 4.93 8.12 9.57 14.5

4 33×33 149 90 6.97 11.48 13.53 20.5
5 37×37 202 122 7.65 12.6 14.85 22.5
6 41×41 255 154 8.33 13.72 16.17 24.5
7 45×45 293 178 9.01 14.84 17.49 26.5
8 49×49 365 221 9.69 15.96 18.81 28.5

40 177×177 5596 3391 31.45 51.8 61.05 92.5
～

一辺の長さ（mm）

～

バージョン セル数 数字 英数字
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https://www.qrcode.com/


0.28 0.30 0.32 0.33
5 37×37 202 122 12.6 13.5 14.4 14.85
6 41×41 255 154 13.72 14.7 15.68 16.17
7 45×45 293 178 14.84 15.9 16.96 17.49

一辺の長さ（mm）
バージョン セル数 数字 英数字

プリンタヘッド密度 4ドット構成 5ドット構成 6ドット構成 7ドット構成

600dpi(24dot/mm) 0.17mm 0.21mm 0.25mm 0.30mm

400dpi(16dot/mm) 0.25mm 0.32mm 0.38mm 0.44mm

360dpi(14dot/mm) 0.28mm 0.35mm 0.42mm 0.49mm

300dpi(12dot/mm) 0.33mm 0.42mm 0.50mm 0.59mm

＜プリンタ解像度とセルサイズの関係性＞

※安定した印字・運用のため、1セルを4ドット以上、
セルサイズを0.28mm以上での印字が望ましい。

＜プリンタ解像度とセルサイズの関係性＞

360dpiの場合 セルサイズ0.28mm

バージョン５ バージョン６ バージョン７

13.72mm 14.84mm12.6mm

600dpiの場合 セルサイズ0.30mm

バージョン５ バージョン６ バージョン７

14.7mm 15.9mm13.5mm

400dpiの場合 セルサイズ0.32mm

バージョン５ バージョン６ バージョン７

15.68mm 16.96mm14.4mm
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11（出典）マルチペイメントネットワークインターフェイス仕様書

MPN一括伝送方式における消込みデータについて
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MPN用OCR情報（83桁）について
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（出典）マルチペイメントネットワーク標準帳票ガイドライン



JPQRにおけるデータ項目等

○統一動的QRコードの格納データ

・ コード決済に関する統一技術仕様ガイドライン（店舗提示型）（一般社団法人キャッシュレス
推進協議会）において、次のデータを格納することとされている。

○記述方式
・ JPQRは、記述方式としてTLV（Tag Length Value）方式を採用。
・ 格納したい項目の桁数に加え、Tag（２桁）とLength（２桁）を各項目ごとに記載する必要が
あることから、内容だけを記載するよりも必要な桁数が多くなる。
-Tag･･･項目の識別子である番号（２桁）
-Length･･･当該項目の内容（Value）の桁数（２桁）
-Value･･･当該項目の内容

例）000201010212・・・

Tag00（仕様バージョン）の内容は２桁で、「01（バージョン１）」。

Tag01（静的動的フラグ）の内容は２桁で、「12（動的）」。

項目名 Tag 存在 内容
仕様バージョン “00” 必須 例）“000201”
静的動的フラグ “01” 必須 例）“12 ”（動的 QR コードの場合）
契約店情報 “26”~”51” 必須 統一店舗識別コード
業種 “52” 必須 契約店の業種（ ISO 18245 に従った分類）
取引通貨 “53” 必須 通貨コード（円は”392”）
取引金額 “54” 任意 取引金額（チップ除く）
国コード “58” 必須 国コード（日本”JP”）
契約店名 “59” 必須 英字表記による契約店名
契約店所在地 “60” 必須 英字表記による契約店 所在地
契約店郵便番号 “61” 必須 契約店所在地の郵便番号
契約店情報（日本語） “64” 必須 日本語による契約店 に関する情報
チェックディジット “63” 必須 チェックディジット
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